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目的 

高校１年生になったみなさんはニュージーランド学期留学を経て、様々な価値観や視野を広げ、

社会に対してアクションを起こすことが段々とできるようになってきました。 

 

「もしも自分が作ったアプリケーションが、世界の問題を解決できたら？」

そんな思いを実現してみませんか？ 

このゼミではコーディング（プログラミング）の基礎からみんなで学んでいきます。 

 

プログラミングやアプリ開発に興味のあるみなさんのご参加をお待ちしています。 

内容 

Appleから提供されているEveryone Can Codeプログラムを使い、最終的に簡単なアプリケーショ

ンがプログラミングできるようにオリジナルのアプリケーションをデザインしていきます。 

ときには得意分野を発揮し、チームで作り上げるよさを体得して下さい。 

予定 

主にSwift  PlaygroundsやXcodeを用いてコードの基礎を学び、作業をしていきます。

1年を通して1つ以上のアプリケーションを完成させます。 

費用 

講座が進んでいくとMacbookが必要になります。Macbookを購入していることが望ましいです。 

 
 

 


